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元
気
長
寿
課（
☎
�
２
２
８
７
）

認
知
症
基
本
法

　
令
和
６
年
1
月
1
日
に
「
共
生

社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
の

認
知
症
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
認
知
症
の
人
が
尊
厳
を
保

持
し
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
認
知
症
施
策
を
推
進
し
、
認

知
症
の
人
を
含
め
た
国
民
一
人
一

人
が
互
い
に
尊
重
し
支
え
合
う
共

生
社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
国
民
は
、
認
知
症
と
認
知

症
の
人
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を

深
め
、
共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与

す
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
認
知
症
の
人
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
認
知
症
に
関
心
の
あ

る
人
・
企
業
・
団
体
・
学
校
な
ど

を
対
象
に「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

受
講
希
望
者
は
、
元
気
長
寿
課
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
な
時
間
を
長
く
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

認
知
症
の
人
の
気
持
ち

　
認
知
症
の
症
状
に
最
初
に
気
付

き
、
誰
よ
り
も
不
安
で
苦
し
く
、

悲
し
い
の
は
本
人
で
す
。
認
知
症

の
人
の
多
く
は
、
自
身
の
状
況
を

受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
受
診
を
拒
否

す
る
な
ど
家
族
を
困
ら
せ
ま
す
。

そ
の
言
葉
の
裏
に
は
「
自
分
が
認

知
症
の
は
ず
は
な
い
！
」
と
い
う

や
り
場
の
な
い
怒
り
や
悲
し
み
が

あ
り
、
自
分
の
心
を
守
る
た
め
の

反
応
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
本
人

を
支
え
る
家
族
も
、
今
ま
で
元
気

だ
っ
た
人
が
認
知
症
に
な
っ
た
こ

と
を
受
け
入
れ
る
の
は
と
て
も
つ

ら
い
こ
と
で
す
。
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
の
気
持
ち
を
理
解
す
る

こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　
認
知
症
と
は
、
脳
に
変
化
が
起

こ
り
、
認
知
機
能
が
低
下
し
、
生

活
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
状
態

を
指
し
ま
す
。
常
に
助
け
が
必
要

に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
周
り
の

支
え
や
理
解
が
あ
れ
ば
、
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

症
状
に
は
、
物
忘
れ
や
理
解
・

判
断
力
の
低
下
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
行
動
と
心
理
に

関
す
る
も
の
を
「
行
動
・
心
理
症

状
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）」
と
呼
び
、
不

安
・
不
眠
・
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
が
含

ま
れ
ま
す
。
多
く
の
症
状
は
本
人

を
取
り
巻
く
環
境
の
影
響
を
受
け

て
お
り
、
原
因
を
探
り
な
が
ら
対

応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
の
早
期
発
見
と
早
期
の

受
診
・
診
断
は
、
そ
の
後
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
早
期
に

受
診
す
る
こ
と
で
、
生
活
上
の
障

害
を
軽
減
で
き
ま
す
。
治
療
で
症

状
が
改
善
す
る
こ
と
も
あ
り
、
早

期
治
療
は
病
気
の
進
行
を
遅
ら
せ
、 認

知
症
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う

知
る
機
会
が
増
え
る
」
67
・
７
％
、

「
外
国
の
こ
と
に
つ
い
て
関
心
を

も
つ
よ
う
に
な
る
」
67
・
５
％
、

「
労
働
者
不
足
の
解
消
に
つ
な
が

る
」
67
・
２
％
と
肯
定
的
に
捉
え

て
い
る
人
が
多
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、「
文
化
・

習
慣
の
違
い
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

生
じ
る
」
70
・
９
％
、「
言
葉
の

壁
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
」

66
・
５
％
と
ト
ラ
ブ
ル
を
懸
念
す

る
人
が
多
い
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
外
国
人
と
の
交
流
頻

度
」
に
つ
い
て
は
、
73
％
の
人
が

「
な
い
」
と
回
答
し
、
そ
の
理
由

と
し
て
、「
付
き
合
う
場
や
き
っ

か
け
が
な
い
」
と
回
答
し
た
人
が

73
・
５
％
で
し
た
。

　
こ
の
結
果
か
ら
、
外
国
人
の
増

加
の
影
響
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い

る
一
方
、
ト
ラ
ブ
ル
を
懸
念
す
る

人
も
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
し
て
、
多
く
の
人
が
日
常
生
活

で
外
国
人
と
交
流
す
る
こ
と
が
な

い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

外
国
人
と
の
共
生
の
た
め
に

　
50
年
後
の
日
本
の
人
口
に
占
め

る
外
国
人
の
割
合
は
１
割
を
超
え

る
と
予
想
さ
れ
、
国
籍
や
民
族
の

異
な
る
人
々
が
文
化
的
背
景
の
違

い
を
認
め
、
尊
重
し
合
い
、
地
域

社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
共

に
生
き
る
社
会
（
多
文
化
共
生
社

会
）
の
実
現
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
全
市
民
が
安
全
・
安

心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会

づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
市
民
生
活
の
中
で
外

国
人
が
困
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

「
外
国
人
の
た
め
の
生
活
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
際
交
流
協
会
と
連
携
し

て
外
国
人
と
の
各
種
交
流
事
業
を

企
画
し
、
互
い
の
文
化
や
風
習
、

考
え
方
を
交
流
で
き
る
場
も
設
け

て
い
ま
す
。

　
共
生
の
た
め
に
は
、
多
様
な
文

化
な
ど
の
違
い
を
理
解
し
、
認
め

合
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
全
て

の
人
が
互
い
に
個
人
の
尊
厳
と
人

権
を
尊
重
し
、
多
様
性
に
寛
容
で

差
別
や
偏
見
な
く
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
良
好
な
人
間
関

係
を
築
く
た
め
に
は
、
相
手
の
存

在
を
認
め
、
心
を
向
け
、
心
を
開

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
ず
は
、
身
近
に
住
む
外
国
人

を
含
め
た
皆
さ
ん
と
気
軽
な
あ
い

さ
つ
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問い合わせ　生涯学習課（☎�6888）

～多文化共生社会の実現と人権尊重～

９月の休日当番医 診療時間は原則午前９時～午後６時　歯科医院は午前９時～正午
※急な変更が発生する場合があります。必ず連絡の上、受診してください

日 医療機関 産婦人科 歯科

１日㈰ 星 野 医 院
仲 町・ ☎ �0116

飯田整形外科医院
篠 塚・ ☎ �5770

藤 岡 総 合 病 院
中栗須・☎�3311

か ね た 歯 科 医 院
高崎市吉井町・☎027・387・8691

８日㈰ 篠 塚 病 院
篠 塚・ ☎ �9261

おおすかこどもクリニック
芦田町・☎�8676

ふじおか歯科クリニック
中栗須・☎�4182

15日㈰ 光　　 病　　 院
本 郷・ ☎ �1234

ア イ リ ス 診 療 所
　森 ・☎�2542

光 病 院
本 郷・ ☎ �1234

近 藤 歯 科 医 院
上戸塚・☎�8264

16日㈷ 鬼 石 病 院
鬼 石・ ☎ �3121

小 山 医 院
　中 ・☎⑳1200

坂 井 歯 科 医 院
２丁目・☎�0680

22日㈷ く す の 木 病 院
旭 町・ ☎ �3111

根岸産婦人科小児科医院
中栗須・☎�1111

く す の 木 病 院
旭 町・ ☎ �3111

23日㉁ 田原内科クリニック
相生町・☎�2552

中 田 医 院
旭 町・ ☎ �0385

藤 岡 総 合 病 院
中栗須・☎�3311

里村歯科クリニック
高崎市吉井町・☎027・387・8114

29日㈰ 篠 塚 病 院
篠 塚・ ☎ �9261

よしだ内科クリニック
白 石・ ☎ �8958

清 水 歯 科 医 院
上栗須・☎�6655

　◎救急テレホンサービス（☎㉓6699）　緊急に対応できる医療機関を24時間案内します

　
県
内
に
住
む
外
国
人
の
数
は
令

和
５
年
12
月
時
点
で
過
去
最
多
の

７
万
人
を
超
え
、
全
人
口
に
占
め

る
割
合
は
、
３
・
８
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
藤
岡
市
で
も
６
年
５
月

１
日
時
点
で
１
１
５
８
人
が
居
住

し
、全
人
口
に
占
め
る
割
合
は
１・

９
％
で
、
統
計
資
料
と
し
て
残
っ

て
い
る
デ
ー
タ
で
は
過
去
最
高
で

す
。
全
国
的
に
も
、
外
国
人
居
住

者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
外
国
人
と
の
間

で
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た

り
、
外
国
人
に
対
す
る
不
合
理
な

扱
い
や
、
特
定
の
民
族
や
国
籍
の

人
々
に
対
す
る
不
当
な
言
動
が
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
と
の
共
生
に
関
す
る
意
識

　
出
入
国
在
留
管
理
庁
が
昨
年
行
っ

た
「
外
国
人
と
の
共
生
に
関
す
る

意
識
調
査
（
日
本
人
対
象
）」
で

は
、
62
・
４
％
の
人
が
「
最
近
、

身
の
回
り
に
働
い
て
い
る
外
国
人

が
増
加
し
て
き
て
い
る
」
と
感
じ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
「
外
国
人
が
増
え
る
こ
と
へ
の

影
響
」
に
つ
い
て
で
は
、「
社
会

に
多
様
性
が
生
ま
れ
る
」
70
・
５

％
、「
外
国
の
言
葉
や
文
化
等
を

【外国人のための人権相談】
平日（年末年始を除く）午前９時～
午後５時▷☎ 0570・090911（英語・
中国語・韓国語・フィリピン語・ポ
ルトガル語・ベトナム語・ネパール
語・スペイン語・インドネシア語・
タイ語対応）

【外国人との各種交流事業に関する問い合わせ】
市国際交流協会事務局（企画課内☎㊵2428）
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